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学 位 論 文 要 約 
Relationship between serum uric acid levels and hypertension among Japanese 






















 血清尿酸値は、高血圧群で5.90 mg/dl、非高血圧群で5.15 mg/dlと、高血圧群で有意に
高値を示していた。また、男女別で検討を行ったが、男性の血清尿酸値は高血圧群で6.47 
mg/dl、非高血圧群で6.15 mg/dl、女性の血清尿酸値は高血圧群で4.87 mg/dl、非高血圧群
で4.32 mg/dlと、同様の結果を認めた。男女間では、血清尿酸値は男性で有意に高値を示
していた。高血圧を規定する因子としては、加齢（1歳ごとのオッズ比（OR：1.07）、男性
（OR：1.21）、BMI高値（1 kg/m2ごとのOR：1.21）、脂質異常症（OR:1.20）、糖尿病(OR:1.20)、
喫煙（OR:1.27）、推定糸球体濾過率高値（1 ml/min/1.73 m2上昇ごとにOR:1.01）、血清
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尿酸値高値（1 mg/dl上昇ごとにOR:1.20）が挙げられた。四分位の比較では、血清尿酸値
が最も高い群は、最も低い群と比較して、3.7倍の高血圧有病率を認めていた。血清尿酸値
に男女差があることを考慮し、男女別に解析を行ったところ、男性では血清尿酸値が最も
高い群は、最も低い群と比較して1.7倍、女性では血清尿酸値が最も高い群は、最も低い群
と比較して3.4倍の高血圧有病率を認めていた。年齢、BMI、脂質異常症、糖尿病、喫煙、
推定糸球体濾過率を調整し、高血圧のオッズ比を検討したところ、男性では血清尿酸値が
最も高い群は、最も低い群と比較して1.58、女性では血清尿酸値が最も高い群は、最も低
い群と比較して1.60と有意な増加を認めていた。また、血清尿酸値が上昇するに従い、収
縮期血圧、拡張期血圧が共に高いことが示された。 
 
考 察 
本研究は、後ろ向き横断研究であるが、データ欠損が非常に少なく、数も多い質の高い
研究である。多変量解析の結果で、血清尿酸値が1 mg/dl上がるごとに、高血圧のオッズ比
が1.20となることが示された。これまで、高尿酸血症と高血圧の関係については、腎機能
低下や、メタボリックシンドロームの影響で尿酸が上がっているとの意見も多く、単なる
交絡因子を見ているだけとの意見もあった。インスリンは尿酸排出を低下させ、高インス
リン血症は高血圧発症の予測因子となるとの報告や、高インスリン血症やメタボリックシ
ンドロームは、高尿酸血症と関係しているとの報告も認められている。本研究は、これら
の因子を多変量解析で考慮に入れた上で、検討を行っており、高尿酸血症が独立して高血
圧に関与していることを示している。これまでいくつかの研究では、男性は女性よりも、
高尿酸血症が高血圧に関与する割合が大きいと示されていた。本研究では、男女において
高尿酸血症が高血圧の因子となることが示された。 
 高尿酸血症が高血圧を生じさせるメカニズムとしては、尿酸が血管の炎症や血管内皮障
害を引き起こすことが考えられる。動物実験では、尿酸が血管の平滑筋に取り込まれ、レ
ニン・アンギオテンシン系の活性化によって血管収縮を生じさせることが示されている。
この過程でナトリウム利尿が低下し、細胞増殖、二次性の動脈硬化が生じると考えられる。 
 Limitationとしては、単施設の研究であり、患者の選択バイアスが生じている可能性や、
白衣高血圧の可能性を除外できていないこと、タイプAの性格などが考慮されていないこと
が挙げられるが、この点は本研究の限界である。 
 
結 論 
 血清尿酸値の上昇は、肥満、脂質異常症、糖尿病、喫煙、腎機能低下と同様に、高血圧
 3
に強く関与していることが示された。今後、高血圧の発症、予防に、血清尿酸値も考慮す
ることの重要性が示唆された。 
